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 さて、県立青森病院の沿革を調べる中で、疑問に思う点が一つありました。それは、初代院長・

杉寛一郎の在任期間です。病院は大正 2年 9月に開院していますが、杉が院長を務めていたのは

大正 3年 6月から大正 4年 6月までとされているのです。では、大正 2年 9月から翌年 6月まで

院長はいなかったのでしょうか。 

 

 当時の新聞をみてみると、県が院長の招聘に難航していたことがわかりました。県は院長と副

院長に医学博士を招聘したいと考えていましたが、県の予算の範囲内では応じる医師がいなかっ

たといいます（大正 2年 12 月 5 日付『東奥日報』）。 

 

 大正 2 年 7 月には、学位申請中の杉を副院長として 招 聘
しょうへい

することが決まりましたが、院長

は決まらないまま開院の日を迎えました。開院式では県知事や内務省衛生局長の挨拶のあと、病

院を代表して杉副院長が答辞を述べています。 

 

 その後、大正 2年 12 月には杉を院長心得とし、新たに近藤庫（京都帝国大学医科大学卒業）

を副院長に任命しました。そして、翌年 6月に杉が正式に院長となるのです。 

 

※今回の内容は『青森県立中央病院創立五十周年記念誌』（2002 年 青森県立中央病院）などを

参考にしました。 


